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論 文 の 内 容 の 要 旨

癌や心臓病などの疾病の多くは､発病のある段階にフリーラジカルが園与す

ることが知られている｡このことから､治癒的あるいは予防的な意味で､生体

内における活性酸素やフリーラジカルによる損傷に対する抗酸化対が注目され

ている｡優れた抗酸化剤であるビタミンEは脂溶性であるが故にその汚性発現

の揚が制限を受けているが､本研究はこのビタミンEに糖などの親水性基を導

入し､汚性発現の場をより広くしたビタミンE(類縁体)を得ようとしたもの

である｡ 具体的にはビタミンE類縁体である trolo王､(2- earboヱy-2,5,7,

8-tetra正etbyトehr川an-6-01)の2位のカルポキシル基をヒドロキシメチル基

に還元したクロマノール化合物(TMと略す)を調製し､この水酸基にグルコ

ース基を酵素(α一グルコシダーゼ)転移反応により導入､配糖体とし､その

化学構造を M川や ぎAB-MS を用いて確認した後､さらにこの反応生成物(2一

(a-D-glucopFranOSyl)nethyl-2,5,1.8-tera皿ethFl-Chro皿an-6-01､TMGと略

す)の抗酸化清性を様々な評価系で評価した｡まず､均一溶液中に於けるラジ

カル連鎖反応の阻害作用はα一トコフェロールとほぼ同じであったことから､α

-トコフェロールの側鎖はラジカル捕捉能には影響を与えないと結論した｡次ぎ
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に生体膜モデルとして､リン脂質リボソーム膜を用い､リボソ｢ム内部にべル

オキシラジカルを発生させ､アスコルビン酸と比較しながら､TMGの抗憩化

清性を調べたところ､TMGにのみ括性を認めた｡一方､リボソームの外側に

発生させたラジカルに対してはアスコルビン酸､TMG共にリポソーム膜の酸

化を抑制した｡このことはTMGはリボソーム膜の近傍に局在し､膜内外の酸

化反応に対し活性を示すことを意味している｡更にTMGは遷移金属イオン存

在下における酸化反応に対しても促進的に働くアスコルビン酸と異なり抑制的

に作用することを明らかにした｡このように､TMGは高い水溶性を有すると

共に､高いベルオキシラジカル捕捉能により優れた抗酸化活性を示すことが明

らかとなった｡

審 査 結 果 の 要 旨

癌や心臓病などの疾病の多くは､発病のある段階にフリーラヴカルが関与す

ることが知られている｡このことから､治癒的あるいは予防的意味で､生体内

における清性酸素やフリーラジカルによる損傷に対する抗酸化剤が注目されて

いる｡本論文は優れた脂溶性抗酸化剤であるビタミンEに糖などの親水性基を

導入し､より効果的なビタミンE(類縁体)を得ようとしたものである｡

具体的にはどタミンE類縁体である trolox.(2-Carboxy-2,5,7,8-tetra皿ethyl

-Cbr川an-6-01)の2位のカルポキシル基をヒドロキシメチル基に還元したクロ

マノール化合物(TMと略す)を調製し､この水酸基にグルコース基を酵素

(α-グルコシダーゼ)転移反応により導入､その化学構造をM川 や FAB-MS

を用いて確認した後､さらにこの反応生成物(TMG)の抗酸化活性を様々な

評価系で評価したものである｡まず､α-トコフェロールとTMGの抗酸化清性

を測定､.結果はほぼ同じであったことより､α-トコフェロールの側鎖はラジカ

ル捕捉能には影響を与えないと結論した｡次ぎに生体膜モデルとして､リン脂

質リポソーム膜を用い､リボソーム内部にべルオキシラジカルを発生させ､ア

スコルピン酸と比較しながら､TMGの抗酸化活性を調べたところ､TM Gに

のみ汚性を認めた｡一方､リボソームの外側に発生させたラジカルに対しては

アスコルビン酸､TMG共にリボソーム膜の酸化抑制を認めた｡このことはT

MGはリボソーム膜の近傍に局在し､膜内外の酸化反応に対し汚性を示すこと

を意味している｡更にTMGは遷移金属イオン存在下における酸化反応に対し

ても促進的に働くアスコルビン酸と異なり抑制的に作用することを認めた｡以

上のように､酵素反応により調製した新規化合物であるTMGは高い水溶性を

有すると共に､高いベルオキシラジカル捕捉能により倭れた抗酸化括性を示し､

その応用面に大いなる期待が寄せられるものである｡

以上より､審査委貞全員一致で本論文は岐阜大学大学院連合農学研究科の学

位論文として充分に価値あるものと認めた｡
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